平成18年3月30日

日本学術振興会　特別研究員〔ＲＰＤ〕に申請される方へ
1． 申請資格を確認してください。
・平成１８年４月１日から遡って過去５年以内に、出産又は子の養育のため、概ね３ヶ月以上やむを得ず研究活動を中断した方。年齢・性別は問いません。また、子の年齢も問いません。
　　・日本に永住を許可されている外国人の方も申請が可能です。
２．提出書類（研究に従事する予定機関に提出。以下は慶應義塾大学の場合）
①申請書（１０ページ）
・原本１部、写し８部（Ａ４版、両面コピー）（事務局控２部を含む）
　　　・１部ずつ重ねて左上をホチキス留め（９セット）提出のこと
　　②申請者に関する評価書(２名の評価者より)　
・各々原本１部、写し６部（Ａ４版、両面コピー）
・評価書作成上の注意点を参照の上、依頼し、評価者にて封筒（角２）に入れ厳封
③出産・育児による研究中断状況
・原本１部
　・申請者が出産・育児の事由を証明する書類〔母子手帳の写し又は出生証明書等の原本（1部）〕を添付し、封筒（角２）に入れ厳封
④特別研究員－RPD申請カード
・原本１部、写し２部（Ａ４版、両面コピー）（事務局控２部を含む）
※以下該当する申請者のみ添付するもの
⑤外国人登録済証明書(申請者が外国人の場合)
・原本１部、事務局控写し２部
　⑥論文等の採録決定を証明する書類　　
・原本１部、写し８部（Ａ４版、両面コピー）（事務局控２部を含む）
３．注意事項
・申請書様式のダウンロードが可能。１頁右上を黒で塗ること。（余白がないように注意）
http://www.jsps.go.jp/j-pd/rpd_boshu_f.html
・申請書作成の際には、１０ポイント以上の文字で記入すること。
・枠の拡大縮小等の変更、項目の追加削除など様式の改変は認められません。
・手書きで作成する場合、黒インクまたは黒ボールペンで丁寧に記入すること。申請書への切り貼りは、はがれる場合があるので避けること。
・記載内容を訂正する場合は二重線で消し､書き直した上、訂正印を押すこと。(修正液は不可。）

日本学術振興会　特別研究員〔ＲＰＤ〕
申請者に関する評価書の作成について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
＊評価書作成についての注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
	・評価書の書式は、以下のＵＲＬからダウンロードが可能です。
http://www.jsps.go.jp/j-pd/rpd_boshu_f.html
・評価書裏面に記載されている特別研究員-RPDの制度並びに評価書作成上の注意点をよく読んで記入してください。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
１．原本１部、写し６部（Ａ４版・両面コピー）を作成して下さい。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　２．評価書への切り貼りは、ご遠慮ください。
　　　　　訂正は、二重線で消し、訂正印を押印ください。（修正液は不可）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　３．印鑑は、必ず印肉を使用して押印してください。
　　　　　　　　
　　　４．でき上がった評価書（原本１部、写し６部（Ａ４版・両面コピー）は折らずに、封筒（角２）に入れ厳封（封筒の表には申請者・評価者氏名を明記）して、他の申請書類と合わせて研究支援センターに提出するよう申請者にお渡しください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔お問合せ先〕　信濃町研究支援センター（内線62376）
申請書提出期限 ： 平成１８年５月２６日（金）正午　厳守


提出先〔問合先〕： 信濃町研究支援センター〔内線62376／直通03-5363-3879〕


(まず原本1部ご提出下さい。書類確認後、上記の部数をご提出いただきます。)








